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【1面】Λ市立幼稚

園入園式△消防車

受贈△全国表彰さ

る（結砂対策優良

市）乙建設二題∧

白い羽樅ム市人事

【2面】△手をつな

ぐ″職場学級。∴広

青物には許可を△

困民年金のあらま

し△年齢別の巾の

人口こおしらせ

4
月
の
人
口
の
勣
き

出生男24女46計70

死亡・z28・ダ3ltr5タ

転入べ24〃95〃5？19

転出”79〃71”150
附措99∩9

人口45．628
男21．838

女23．790

お母さんといっしょに入園式

　

こんど阪谷、上布の両地区に市立幼

稚園ができましたっ4月12．13日、それ

ぞれの小学佼で開園式をおこない。お

ほさんに手をひかれた入園児のうれし

そうな姿が見られました。

　

阪谷45S、上庄78名で毎日午前8時

から11時までの授業時間となっており

lt．、

　

小学校ヌ、学前のある開聞をよい環境：

の中でくらして、健康であかるい子1共

にしたいとのねがいから、今後もこの

エうな施設を各地区、こおし広めてゆき

たいと考えられています。

　

（写真はきようから園児となったよい

子たち）

消
防
車
を
寄
贈
さ
れ
る

日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら

　

こんどロ本損害保険

協会からトヨタ62年型

のげに車ド？が市に寄

削され、4月8日その入

魂式がおこなわれまし

たい削ち体制を充実す

るため昨年から申請巾

のもので、極めて広い

消防区域をもちながら

新庁沢建設や災害復旧

のため苦しい財政であ

ることがその理由とな

っています。

　

125馬力の小型自動車

で、極めて高い性能を

もちその活躍が期待さ

れます。

（写真上は自治庁で消防庁長官表彰旗を受ける。下は寄贈された消｜坊車：

大野市が全国表彰をうける

結核対策の優良市として

　

引TI13千500余りの市町村のうち、と

くに結核対策の優良な市として大野市

が表彰されることになり、去る17日東

京で表彰式がおこなわれました。

　

結核のおそろしいことは申すまでも

ないことですが、何よりもこの病気に

かからないより予防に万全を期さなけ

ればなりません。このため市では毎年

レントゲン写真をとったり、聊密検杏

をしたり、ツベ・レクリン反応検査やB

CGの注射をしたりして、一生懸命、

病気にかからないよう病気を早く発見

することにっとめています。

　

昨年は皆さんもよくこのことを理解

されてご協力くださつだので、次のよ

うなよい成績をあげ、表彰されたもの

です。ことしもさらによい成績をあげ

られるようご協力をお願いします。

　

1．間接撮影は、毎年レントゲン車で

皆さんの庭先でとる写真のことです。

これは病気を早く発見するためにおこ

ないます。この写真で疑のある人には

精密険査をうけてい

ただきます。

　

2．精密検査は、間

接撮影で疑いのある

方に受けていただき、精密な検査をお

こないます。昨年は疑いのある大が全

部で627人でした。これらの人の92％

580人が受診されました。

（写真は表彰状と記念伽）

間接撮む把iglj受診率

＜｜建設譜二題［＞

完成に近づく

中野～庄林下鹿路線

　

昨年工費160万円で着工した下中野

～大矢戸を結ぶ中野～庄林F鹿線の第

5期改良工事（延長分240ノ・－トル）は予

定通り終了しました。改良工事は4か

年継続事業で、昭和54年から始められ

全長933メートル（下中野～庄林）の道

路拡張（幅3．2メートノレを5メートノレに）

および用水路の改修を行なうもので、

現在までに工費455万円で703／・－トノレ

が完成したわけで、残る250メートノレ

は今年度中に着工し、明存には全線が

完成される予定です。

し尿処理場の

建設は順調

　

昨年9月に着工されたし尿（大小使）

々几習逞の撞着Tfit＋ll直面1r准λ－こJ・

しの8月には工事が終り、9月から操

業開始の予定です。（総工費4千663万

円）この処理場：ま奥名川の左岸、堂本

地係に建設、1日に2万7千人分の大小

便を、加温式消化方法によって処理し

ようとい5ものです。

　

施設が完成しますと、収集された大

小便に。熱を加えて完全にくさらせ、ガ

ス・水●汚泥に。分離し、ガスは処理場の

熱料として使用し、水は塩素殺菌をし

て真名川に放出されます。そして汚泥

は肥料として使用されることになって

います’。

　

（写真は完成半ばの処理場）

白い羽根にご協力を

　

5月1日から赤十字募金

　

赤十字社は人道と溥愛を目的とする

団体で、戦時と平時を問わず、悩み苦

しむ人人を助け国民生盾を幸福にし、

真に平和な世界の実現を願っています

口腔赤十字社も、87か国の赤十字と手

をつなぎ、次のような活動をしていま

す。

（1）災害が発生すると・ヽ－

　

まっ先きに。救護班が出動して、負傷

者や病人の手当、被災者の方に救護物

資や義援金を送ります。

ぐi）槍唐か4＝沃や人命●断の7一泊に。‥

　

赤十字独特の、水上安全法や家庭看

護法の普及をおこなっています。

（1）医療にめぐまれない方々のために、

　

巡回診療、医療相談、原爆病院の経

営などをおこなっています。

（i）医療の充実向上のために、

　

病院を経営し医療にっとめるととも

に、保健予防の指導をおこない、ある

いは血液銀行を経営して愛の献血運動

をおこなっています。

（1）国際的活動

　

世界平和の確立のため、戦争の放棄

原子兵器の使用禁止などに努力してい

るほか、北鮮帰還乗務などをおこなっ

ています。

（人事）
々配竃換

建設課技師松田次男（農務課）

税務課主事熊野昭治（福祉事務

　　　　　　　　　　　　　

所）

林務課〃深美不可止（税務課）

福祉事務f，＾玄覚慎吉（林務課）

農務課技師大倉清左衛門（建設課）

市民課主事駒原武夫（農場）

　

ud￥米村俊子（保険衛生

　　　　　　　　　　　　　

課）

　

”〃

　

松田八重子

　　　　

（富田出張所）

保険衛生課4〃

　

中村武臣（教委）

　

”〃

　

山田晃（0

富田出張所〃丸葉いさを（阪谷出張

　　　　　　　　　　　　　

所）

農場主事補阪井康雄（市民課）

五箇出張所主事補指岡勲（林務課）

教育委員会出向

　　　　

主事原洸（五箇出張所）

　

”〃平鍋金－べ税務課）

　

”主事補石倉善一（市民課）

　　　　　　　

（カツコ内は旧所属）
今復職

阪谷出張所主事森亮祐

農務課技師補広瀬生実

令新採用

建設課技師石倉俊英

市民課主事補竹り安住

税務課〃伊藤吉紀

　

”〃帰山安世

林務課技師補笹川亮一

建設課道路手杉下金作

　

”ar西川潔

　

”M飯山貫一

　

”〃土蔵啓一

　

”〃牧野正栄

　　

”〃中道栄

　　

fff♂中谷正吉

保険衛生課清掃夫加藤明

　　　　　　　　　　　　　

（以上4月1日付）

総務課主事哺大政原倆－

　　

”〃山本靖子

税務課〃中山紀恵子

　　

”〃神谷芳恵

　　

z／〃南部美代子

林務課〃中島甫

　　

”〃松田弘子

福祉事務所〃長瀬拓也

農場〃前田カズエ

建設課〃広瀬円信

　　　　　　　　　　　　　

（以L4月9日付）

農務課（事務補）楠新一郎（教委）

5月の納税

軽自動車税

保険税第1期

納期限は5月31日

風．隻鶏

▼
五
月
の
薫
風
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わ
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り
町
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れ
る
。
一

日
労
働
者
の
祭
典

・
X
―
V
―
－
V
i
t
t
／
R

り
に
、
一
一
日
八
十
八
夜
。
三
日
憲
法
記

念
日
、
五
日
こ
ど
も
の
日
（
端
千
い
節

句
）
、
六
日
立
夏
（
大
相
撲
夏
場
所
初
日
）

と
、
早
く
も
季
節
は
夏
の
気
配
に
入
っ

た
。
八
日
世
界
赤
十
字
デ
ー
、
十
日
愛

鳥
週
間
、
十
四
日
母
の
日
、
十
八
日
国

際
親
善
デ
ー
、
二
十
日
東
京
開
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記
念

日
、
二
十
一
日
国
民
体
育
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ー
、
そ
の

他
各
地
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が

繰
り
ひ
ろ
げ
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れ
る
。
ま
さ
に
ゴ
ー
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．
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イ
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で
あ
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▼
と
同
時

に
田
園
都
市
大
野
の
表
情
は
、
一
足
飛

び
に
采
た
農
家
の
田
植
え
の
季
節
だ
。

園
芸
野
菜
、
煙
草
の
定
植
な
ど
、
酪
農

牛
の
分
娩
、
ま
さ
に
猫
の
手
も
借
り
た

い
季
節
で
も
あ
る
。
子
ど
も
の
日
、
母

の
日
な
ど
の
表
情
は
町
と
村
と
を
明
ら

か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
描
い
て
い
る
。

こ
こ
ら
あ
た
り
に
社
会
教
育
施
設
な
ら

び
に
行
事
な
ど
の
工
夫
も
考
慮
さ
れ
て

も
よ
か
ろ
う
と
恩
ま
わ
れ
る
。
▼
そ
れ
に

し
て
も
三
日
、
五
、
六
日
の
連
休
な
ど

で
、
行
楽
を
求
め
て
レ
ジ
ャ
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を
楽
し

む
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口
は
幾
百
万
に
の
ぽ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
と
比
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し
て
の
交
通
事
故
、
そ
の

他
の
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ま
た
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異
的
な
数
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示
す
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で
は
な
い
か
、
と
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さ
れ
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し
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そ
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が
、
主
に
人
口
密
集
の
都

市
に
お
い
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だ
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▼
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薫
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物
生
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山
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草
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田
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接
す
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で
も
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。
こ
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と
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こ
そ
真
の
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与
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れ
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思
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が
、
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か
。
▼
安
全
都

市
宣
言
を
し
た
（
本
年
三
月
二
十
八
日
）

わ
が
大
野
市
の
面
目
に
か
け
て
も
、
こ

う
し
た
呼
ぴ
か
け
を
全
国
に
向
っ
て
主

張
し
た
い
。
▼
健
康
の
シ
ン
ボ
ル
五
月

を
、
町
も
村
も
と
も
ど
も
に
身
体
に
気

を
つ
け
て
送
り
た
い
。
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しめわせを求め手をつなぐ

大野織布で゛職場青年学級，

　

明るい社会と幸福を求め職場の中で

お互いが励まし合い、「よい青恥こ、

よい花嫁に」とねが5若い世代の集り

が芽生えています。

　

市内、大野織柚こ働らく65人の若い

人たちで、昨年学級生と工場主との間

で話し合い職場青年学級がはじめられ

ました。日本の北から陣yから風俗習慣

のらがったお瓦いが、よい娘になろう

よい花諒になろ5、よい社会の一員に

なろ5と、自分たちの願いやなやみを

話し合い、手をとり合って立派な人間

となるために努力しています。昨年1

年間の成果からさらに深めたい高めた

いと、ことしも践剣な取り組みが続け

られております’。

　

職業や家釦こ関する知識や肢能一般

教養など、実際生盾に6要な内容をと

り入れ、学級生63人が働らく時間の余

暇を利用し5部にわかれて、毎月2回の

学習をおこなっておりまj。

　

4月19日には「美しい女性」とい5

テーマで、現代の女性の美しさとはど

んなものであろうか、そして私だシ・は

どうあるべきだろうかと、それぞれの

美しい女性のイメージ、こついて話し合

いました。

　

また5月から、大野産業、稲山機業

場、松田甲機業場、大野化繊などの工

場でも、この種の学級活動をおこなお

うと、それぞれの職場で準備が進めら

れております。こうして市内の勤労青

年の学習の場：よ力強く芽生えてゆくこ

とでしょう。

　

（写真は大野織布の職場青年学級）

靖国神社団体参拝

｀希望者は5月10日までl

　

県置族会では、靖ぶ神社同体参拝を

次の日程で行ないます。参加ご希望の

方は5月10日までに市の福祉事務所、

または各出張所へ申し込んでください

1．出発6月13日午後5時福井駅発

1．帰着6引9日午前5時福井駅着

1．巧先熱海、十国峠、箱根、江の島

　　　　

抜倉、横浜、羽田空港、東京

　　　　

日光、善光寺、戸倉温泉

1．会費7．400円

技能検定試験実施

受け付け6月1日～20日

　

昭和37年賀前期（機械£・止上工●板

金工・建築大工・配管工・左官・建tt工・

木工塗装工）の岐能検定の第1次試験

が7月の22～29日に行なわれます。受

験希望の者は6月1日～20日までに近く

の職業安定所へ申し込んでください。

受験資格は7年以上の実務経験のある

方、ただし高校卒業の方は4年以上●

農場だより

　

冬期間の飼料を確保するため。こと

しはぜひサ・イロを作つてください。も

うかる畜産の経営は、飼料を自分で作

ることから始ります。今から計画的に

自給飼料をつくり、貯蔵できる設備を

つくつて、もうかる経営に進みましよ

う、型枠の借用を希望される方は農務

課へ申し込んでください。

　

型枠の大きさは直函180センチノー

ト／レ、高さ150センチメートルで、牛

I頭の約5月分のサイレージを作ること

ができます。なお春まきに適する飼料

作物は、トウモロコシ、テオシント、

芦－ダyグラスなどがあります。

保険証はいつも手元に

　

国民健康保険の保険証は治療が終っ

たらかならず病院やお医者さんのとこ

ろからお持ち帰りください。そうでな

いと市役所の方でいろいろの手違いが

おこったりして、皆さんに。もごめいわ

くをおかけしたりすることになります

保険証はっねにお手もとに。

妊娠初期に母子手帖を

　

届け出は市民課へ。

こんな広告物には許可が必要

　

近ごろ商店や会社などの宣伝競争が

激しくなって広告塔や看板などが交さ

点やまがりかど、あるいは道路の両側

に立っています。このため、自動車な

どは見とおしがきかず、道路標識が見

えないので二れが原囚となり大きな交

通事故を引き起しています。

　

道路に広告物などを出す場合は「道

路交通法」や「福井県屋外広占・物表示

許可基準」などの定めるところにより

その地域の土木出張fi長、市町村長、

警察署長の許可が必要ですから、次の

乖拶兪かとってください、、

1、吽可を受けなければならない広告

　

物

　

①看板②立看阪③はり札④はり紙④

広告塔⑥広告板

なお、広告物は道路標識、信号機の

類と混同されるおそれのないもので

あること

2、広告物などの掲出を禁止する場所

　

①交さ点．横断歩道、踏切または軌

　

道敷内②踏切の側端から10メートノレ

　

以内函交さ点の側端、また心i£路の

　

まがりかど、横断歩道、交通信号機

　

および恋路標識から5メートノレ以内

　

④上り坂の頂上附近およびこう配の

　

魚か下り坂

3、許可申臍の手続き

　

設ける前に必ず最寄りの警察署、土

　

木出張所、市町桐、道路課のいずれ

　

かへ照会してください。

①屋外広き物に．ついては、県知事の

許可が必要ですから出先機関の土木

出張所へ

（i）道路占用については（道路におけ

る場合のみ）

国道、県道は土木出張所長

市町村道は市町村長

③道路使用については（道路におけ

る場合のみ）

－g里搭

4、許可手数料

　

それぞれ次の各機関へ福井県収入証

　

紙によって許可手数料を納めなけれ

　

ばなりません。

　

①屋外広告物～大きさによって異な

　

りますが、最低50円～最高3，000円

　

②道路占用～広告物の種類別、大き

　

さ、期間に、tつて異なりますが最低

　

月25円～最高1．250円

（i）道路使用～1件につき200円（大き

さ、種別、期間に関係ありません）

5、種かけの設置

　

①稲かり設置の規制をうける道路

　

国道、県道、市道、大型バヌの通る

　

道路

　

②設置の基準

　

道路と並行して設けるときは、道路

　

端より5メートノレ離す

　

③道路の曲角、交さ点、屈折の場所

　

には稲かけは設置しない。

なお祭？；Lなどで、道路にみこし、だし

　

踊、屋台などを繰り出す場合や、仮

　

装行列あるいは人を集めるような方

　

法で拡声器、ラジオなどの放送をす

　

る場合にも、警察署長の許可が必要

　

とされています。

年齢別の市の人口

11歳～15歳が多い

　

市の人口を1月1日現在で年齢別にわ

けてみま｀した。5歳階層で調べたとこ

ろ、グラフに示すようにま日歳から15歳

までが一番多く、6千255人あり、それ

からFがだんだん少なくなっているの

は出生率の低下を物語っています。そ

れから55歳までは大体平均しています

が、その上は大体同じような減り方と

なっており、80歳以上の人は488名と

なっています。

　

なお毎月の人口の動きは1面上欄に

掲載しています。

4。9Sり人口表

小児マヒ生ワクチン

と各種予防接種日程

　

小児マヒ予防生ワクチンの投与およ

び各種予防接咄が次の日程で行われま

すので、該当される方は忘れずに受け

てください。

イ、小児マヒ生ワクチン投与

・昭和24年4月2日から同％年11月50日

　

までの間に生まれた方

・手数料は10円

5月7日10．00～H．00上打波小学校

サイロの型枠ができました

ぜひご利用ください

”12．30～1．30下打岐〃

”2●00～5．00勝原〃

”1．00～5．00下庄M

　　　

中保、庄材校下を含む

9a9．30～9．30若生子〃

10日9．30～11．30

　　　　

小山〃

／j1．50～3．00

　　　　　　

乾側z「

日日1．00～5．00

　　　

富田〃

　　

森目校下を忿む

4ダ1．00～2．00

　　

蔚ホ〃

14日1．00～5．00

　　　　

上庄〃

　　

五条方校下を含む

”1．00－2．00

　　　

木ノ本分校
”2．30－3．30

　　

宝慶寺小学校

16日1．00～5．00

　　　

有終西〃

17日1．00～5．00

　　　

有終哨μ

18日9．30～10．00松丸分校

”10．40～11．30六呂師小学校

”1．00～3．00阪谷・z

ロ、第1期腸パラチフス予防接種

・昭和55年4月1日より同年12月51日ま

　

でに生まれた方

●乖数釦iln円

5月1日阪谷出張所、保健所

　　

2日下庄出張所

　　

4日五箇地区5ヵ所

　　

7日保縫所

　　

8日富田出張所、上庄出張所

　　

9巳阪谷出張所、保健所

　　

10日下ま出張所

　　

11日五箇地区5ヵ所

　　

14日保健所

時間はいずれ4、午後1時～午後2時。

ハ、一般腸パラチフス予防接種

・昭和35年3月31日は前に生れた方で

　

60歳までの方

●手数料は10円

5月24日木／本分校

　　

25日若生子小学校

　　

28日小山小学校、吉分校

　　

29日大野荘

　　

50日五条方分校

　　

51日宝慶寺小学校

6月4日庄林分佼、中保分校

　　

5日淑生小学校

　　

6日森目小学校

　　

7日乾側小学校

　　

8日上・も小学校

　　

I1日友兼専福寺

　　

12日阪谷小学咬

　　

15日上、下打波

　　

14日富田小学校

　　

15日下庄小学校

　　

20日市街地（未定）

　　

21日／／

　　

22日z〃

ニ、日本脳炎予防接種

・昭和24年4月2日から同56年12月51日

　

までの間に生まれた方

・手数料は初回は100円。追加は2つ円

5月24日、25日保健所
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て
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し
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に
保
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納
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金
を

お
す
す
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し
て
い
ま
す
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こ
の
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た
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の
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倍
に
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○
保
険
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の
納
付
通
知
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納
付
通
知
書
は
四
、
五
、
六
月

の
第
一
期
分
か
ら
発
行
し
、
か

け
金
の
額
と
か
け
金
の
時
期
を

お
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ら
せ
し
ま
す
。

第
一
期
四
、
五
、
六
月
分

　
　
　
　

六
月
三
十
日

第
二
期
七
、
八
］
、
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月
分

九
月
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日

第
三
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十
、
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一
、
十

　
　
　
　

二
月
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十
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月
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八
日

第
四
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一
、
二
、
三
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分

　
　
　

三
月
三
十
一
日

（
注
意
）

納
付
通
知
書
は
、
保
険
料

が
納
ま
っ
た
こ
と
を
国
に

報
告
す
る
た
め
の
検
認
票

を
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る
大
串
な
も
の
で

す
か
ら
、
汚
し
た
り
紛
失

し
た
り
し
な
い
よ
う
大
切
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お
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い
く
だ
さ
い
。

○
保
険
料
の
領
収
書

金
融
機
関
が
手
帖
を
保
管

し
て
保
険
料
の
納
付
を
代

行
す
る
場
合
、
保
険
料
の

納
付
を
証
拠
立
て
る
た
め

領
収
書
を
発
行
’
し
ま
す
。

ま
た
毎
月
保
険
科
を
か
け
て
い

る
方
に
は
、
三
か
月
ご
と
に
領

収
書
を
発
行
し
ま
す
。

○
保
険
料
の
と
り
ま
と
め

保
険
料
の
個
々
の
取
り
ま
と
め

は
事
務
嘱
託
員
（
年
金
推
進
委

員
）
の
ガ
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。


	19620501_001.pdf
	page1

	19620501_002.pdf
	page1


